
毎月3回1・11・21日発行定価1部5円ゆ箆＾｜鳶＾ｔごより昭和2ｏ年2月18日第ｊ種郵便物留可昭和53年2月21日発行第441号－第ｚ種郵便物認可（1）

28日から春の火災予防運動

宇治市役所
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明
る
い

ま
ち
づ
く
り
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

使
う
火
は
消
す
ま
で

離
す
な
目
と
心

こ
と
し
に
入
っ
て
、
早
く
も
建
物
火
災
か
五
件
も
発
生
、
焼
死
者
も
あ
い
つ
い
で
い
ま

す
。
こ
れ
は
近
年
に
な
い
異
常
事
態
で
、
春
の
火
災
予
防
運
動
か
は
じ
ま
る
こ
の
機
会
に
、

市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
防
火
点
検
を
強
め
た
い
も
の
で
す
。

歳
出
は
、
人
件
賢
、
物
件
賢
、
補

助
費
、
公
債
費
、
そ
の
ほ
か
の
経
費

に
大
別
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
は
、
人

件
費
と
物
件
費
の
項
目
を
取
吟
上
げ

自
主
再
建
計
画
の
中
で
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
る
か
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

人
件
費

寝る前にもう一度

使
う
火
は
消
す
ま
で
能
す
な
目
と

心
－
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
十

三
日
ま
で
、
全
国
一
斉
に
「
春
の
火

災
予
防
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥

し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
火
災

が
起
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

宇
治
市
で
は
、
一
月
に
、
大
久
保

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
火
災
の
ほ
か
、
大
久

保
町
田
原
、
宇
治
包
法
、
伊
勢
田
町

砂
田
で
あ
い
つ
い
で
建
物
火
災
が
発

生
し
、
三
人
も
の
焼
死
者
を
出
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
二
月
に
入
っ
て

八
日
に
は
白
川
で
山
林
が
燃
え
、
九

日
に
は
広
野
町
宮
谷
で
建
物
火
災
が

起
っ
て
お
り
、
市
消
防
本
部
開
設
以

来
の
異
常
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

も
、
前
記
の
一
律
加
算
の
額
か
ら
う
な
対
策
を
と
り
、
原
則
と
し
て
現

④

施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
、
次

の
よ
う
な
対
策
を
と
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
千
五
百
円
ず
つ
を
減
額

す
る
。

・
時
間
外
手
当
は
、
事
務
ａ
。
茉
の
効

率
的
執
行
を
は
か
り
、
極
力
抑
制

す
る
。

・
議
員
・
委
員
等
の
報
酬
お
よ
ぴ
特

・
昭
和
五
十
三
年

四
月
一
日
以
降

の
昇
給
を
三
ヵ

月
延
伸
す
る
。

ま
た
、
給
与
改

在
の
定
数
内
で
対
応
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
昭
和
五
十
五

年
度
か
ら
は
定
数
と
そ
の
配
置
に
つ

い
て
検
討
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低

そ
し
て
、
二
件
の
焼
死
火
災
の
原
因

は
、
い
ず
れ
も
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
取

り
扱
い
不
備
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
火
災
に
よ

る
痛
ま
し
い
犠
牲
を
二
度
と
出
さ
な

い
た
め
に
市
消
防
本
部
で
は
、
春
の

火
災
予
防
運
動
に
先
が
け
て
、
現
在

「
焼
死
防
止
特
別
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

め
る
と
と
も
に
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
を
維
持
す
る
た
め
に
一
定

の
増
員
を
は
か
っ
て
い
く
。

大
に
ぎ
わ
い

不
用
品
交
換
市

と
め
る
。

・
旅
費
に
つ
い
て
は
、
日
当
支
給
の

一
部
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
出

張
愈
「
の
目
的
と
効
果
を
精
査
し

し
て
い
ま
す
。

経
費
節
減
さ
ら
に
努
力

定
に
あ
た
っ
て
は
、
「
宇
治
市
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
」
の
給

料
表
に
一
読
八
千
三
百
円
の
加
算

が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

額
か
ら
二
千
円
を
減
額
す
る
。

・
昭
和
五
十
四
年
度
と
五
十
五
年
度

の
両
年
度
の
給
与
改
定
に
お
い
て

職
員
給
与
昇
給
延
伸
な
ど
見
直
し

〔
職
貝
定
数
〕

職
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ

・
機
構
改
革
’
ｍ
の
簡
索
化
、
定

数
の
再
配
ほ
な
ど
を
行
い
、
増
員

を
行
わ
ず
に
施
設
増
や
人
口
増
に

と
も
な
う
事
晋

す
る
。

・
五
十
五
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
適
正
な
定
政
管
理
に
努

物
件
費

一
方
、
物
件
費
に
つ
い
て
は
、
す
・
消
耗
品
費
や
燃
料
費
、
光
熱
水
賢

で
に
、
昭
和
五
十
年
な
ど
の
需
用
費
に
つ
い
て
は
、
不

度
以
来
の
行
財
政
の
貝
不
急
の
経
費
を
削
減
す
る
と
と

洗
い
直
し
の
な
か
で
も
に
、
そ
の
消
費
量
の
節
誠
に
つ

と
め
る
。

・
通
信
運
搬
費
を
は
じ
め
と
す
る
役

務
費
に
つ
い
て
は
、
電
話
や
郵
便

な
ど
の
使
用
方
法
等
を
再
検
討
し

そ
の
経
費
の
節
減
に
つ
と
め
る
。

・
備
品
閑
入
費
に
つ
い
て
は
、
施
設

増
に
よ
る
そ
の
経
費
を
必
要
最
少

限
度
に
と
ど
め
る
と
と
も
に
、
更

新
に
つ
い
て
も
極
力
抑
制
す
る
。

防
火
の
心
得

家
庭
で
は

職
場
で
は
・

・
放
送
設
備
を
利
用
し
て
、
防
火
の

呼
ぴ
か
け
を
し
ま
し
ょ
う

・
職
場
で
火
災
予
防
の
話
し
合
い
を

・
防
火
管
理
者
は
自
主
点
検
を

・
避
難
や
消
火
の
訓
練
を

・
高
圧
ガ
ス
や
危
険
物
施
殷
の
点
検

を
し
ま
し
ょ
う

家
庭
や
職
場
か
ら
火
事
を
出
さ
な
・
火
を
使
う
場
所
の
整
理
整
と
ん

い
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
一
人
ひ
と
・
立
宥
板
で
防
火
を
呼
ぴ
か
け
ま
し

り
が
実
行
し
、
火
事
の
な
い
宇
治
市
よ
う

申
告
は
お
早
め
に

市
・
府
民
税
、
3
月
1
5
日
ま
で

昭
和
五
十
三
年
度
の
市
・
府
民
税

の
申
告
期
間
は
3
月
1
5
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
の
人
は
、
早
め

に
申
告
を
お
す
ま
せ
く
だ
さ
い
。

期
間
中
の
毎
土
曜
日
と
3
月
1
2

日
の
日
曜
日
は
、
平
日
ど
お
り
午
前

9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
市
役
所
市

民
税
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で

お
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し

た
人
は
、
事
業
税
や
市
・
府
民
税
の

申
告
は
い
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
出
張
受
付
も
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
出
張
受
付

・
3
月
1
日
：
小
倉
公
民
館

西
岡
屋
会
館

・
3
月
2
日
・
・
・
且
椋
公
会
堂

六
地
蔵
公
会
堂

・
3
月
3
日
・
・
・
紫
ヶ
丘
公
民
鄭

広
野
公
民
館

・
3
月
6
日
＝
・
西
小
倉
集
会
所

京
都
銀
行
六
地
蔵
支
店

・
3
月
7
日
・
・
・
伊
勢
田
公
民
館

木
幡
公
民
館

・
3
月
8
日
・
・
・
東
宇
治
消
防
分
署

西
大
久
保
集
会
所

・
3
月
9
日
・
・
太
陽
神
戸
銀
行

○
時
間
は
、
い
づ
れ
も
午
前
1
0
時
か

ら
午
後
4
時
ま
で
。
た
だ
し
、
9

日
は
午
叙
…
一
時
か
ら
午
後
3
時
ま

で
で
す
。

（
市
民
税
課
）

財産づくりのエース

＊期間中10万円以上の定期預金（期間1年以上）を新規に

お預け入れの方に「梅のガラス小鉢」をさしあげます。

恭東京都信用金庫。2＾16ｂゆ＆31ｂ

583

財
政
自
主
再
建
計
画

火から守ろう命と財産
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や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
募
集

市
で
は
、
昭
和
五
十
三
年
度
の
「

消
只
牛
居
Ｉ
ｆ
1
1
タ
ー
」
ぶ
寡
集
し
ま

す
。近

ご
ろ
、
物
価
や
売
買
を
め
ぐ
る

問
題
、
食
品
添
加
物
や
薬
品
な
ど
の

安
全
性
の
問
題
、
欠
陥
商
品
や
不
当

岩
ｔ
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
の
消
費
生

活
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

お
こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
宇
治
市
で
は
、

消
費
者
を
守
る
と
と
も
に
、
か
し
こ

い
消
費
者
に
な
っ
て
い
た
ｌ
＞
ｙ
た
め

昭
和
四
十
八
年
か
ら
消
費
｛
｝
居
モ
’
一

タ
ー
制
度
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
の
方
に
は
、
①
ｍ
ｕ
ろ

の
消
費
生
活
の
な
か
で
感
じ
て
お
ら

れ
る
意
見
や
男
皿
を
提
出
す
る
こ
と

②
毎
月
一
回
以
上
、
一
管
会
や
調
査

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
、
③
ア
ン
ケ

ー
ト
の
記
入
、
④
計
量
・
価
格
な
ど

の
調
査
、
⑤
試
買
調
査
、
⑤
近
所
の

方
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
し
て
い
た

だ
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

洙
し
て
む
ず
か
し
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
消
費
生
活
の
問
題
に
関

心
を
お
持
ち
の
方
は
、
μ
じ
ど
し
ご

応
募
ぐ
だ
さ
い
。

〔
応
募
要
領
〕

▽
応
募
で
き
る
人

①
｝
巾
内
に
お
住
ま
い
の
二
十
歳
か
ら

六
十
歳
ま
で
の
女
性

②
日
常
の
買
物
を
直
接
し
て
い
る
人

で
市
内
の
小
死
市
場
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
プ
ト
、
小
売
店
の
利
用
者

③
い
ま
ま
で
に
奎
帑
や
京
都
府
の

消
費
Ｍ
ｌ
ｆ
ｌ
ｌ
タ
ー
に
委
嘱
さ
れ

た
こ
と
の
な
い
人

▽
さ
一
タ
ー
の
定
数
・
・
・
二
十
五
名

▽
謝
礼
・
・
・
年
額
五
千
円

▽
応
募
の
方
法

ハ
ガ
キ
等
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
香
9
・
世
帯
主
の
ｍ
ｐ
ｏ

職
業
・
家
族
構
成
を
記
入
し
、
市

公
民
館
サ
ー
ク
ル
紹
介

お
も
ち
ゃ
を
作
る

私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
は
、
昭
和
四

十
九
年
九
月
か
ら
市
民
有
志
の
自
主

運
営
で
、
公
民
館
活
助
の
一
環
と
し

て
奢
足
し
ま
し
た
。

健
ｉ
ｗ
環
境
の
破
談
を
す
す
め
る

公
害
の
現
状
と
そ
の
本
質
を
究
明
し

人
間
ら
し
い
安
全
ｉ
ｒ
ｔ
ｉ
ｓ
＊
取
ひ
も
ど

す
た
め
、
身
近
に
お
こ
る
公
害
と
汚

染
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

と
ぐ
に
、
琵
琶
湖
の
水
質
悪
化
に

と
も
な
う
臭
い
水
や
赤
潮
の
大
量
発

生
は
、
市
民
の
生
命
を
守
る
緊
急
の

一
…
…
…
…
…
…
…
。
…
…
…
…
…
。
ゝ
。
Ｊ

4月オープンめざし

心身障害者共同作業所

入所者を募集

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
に
、
社
会

参
加
の
場
を
ト
。
市
で
は
、
一
般

企
業
に
就
業
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、

社
会
参
加
が
必
要
と
認
め
ら
れ
ｍ

宅
の
心
身
障
害
者
の
作
業
訓
練
や
生

活
指
導
の
場
と
し
て
、
「
共
同
作
業

所
」
を
木
幡
西
浦
三
八
（
木
幡
中
学

校
の
用
隣
り
）
に
設
け
る
こ
と
に
な

り
、
現
在
、
建
設
作
業
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
四
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け

て
、
入
所
さ
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す

の
で
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

〔
申
込
み
方
法
〕

■
応
募
で
き
る
人

・
児
童
相
談
所
で
精
神
溥
弱
と
判
定

さ
れ
て
い
る
人

■
応
募
の
方
法

・
宇
治
市
心
身
障
害
児
雲
筒
作
業

所
入
所
申
請
書
を
福
祉
事
務
所
福

祉
課
、
ま
た
は
社
会
福
祉
協
礒
会

（
0
5
6
5
0
番
）
に
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
書
き
込
み
、
3
月
5
日
ま

で
に
ど
ち
ら
か
の
窓
口
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
定
員
は
二
十
人
で
、
選
考

委
員
会
が
申
晴
香
に
基
づ
い
て
審
査

し
、
入
所
者
を
決
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

特
定
建
設
作
業
の
振
動

3
月
1
日
か
ら
規
制

前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う

に
、
振
助
規
制
法
に
基
づ
く
規
制
地

顛
に
宇
治
市
が
指
定
さ
れ
、
特
定
加

設
の
振
動
以
外
に
、
特
定
建
設
作
業

で
発
生
す
る
振
動
に
つ
い
て
も
、
三

月
一
日
か
ら
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

規
制
さ
れ
る
特
定
建
設
作
業
は
、

く
い
打
機
や
鋼
球
を
使
用
す
る
作
業

の
ほ
か
、
舗
装
版
破
砕
機
、
ブ
レ
ー

カ
ー
（
手
持
式
の
も
の
を
除
く
）
を

使
用
す
る
作
業
な
ど
で
、
次
の
区
域

で
作
業
を
行
う
場
合
に
規
制
さ
れ
ま

す
。

▽
第
一
号
区
域
＝
都
市
計
画
法
第
八

条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
第
一

種
住
居
専
用
地
斌
、
第
二
霜
住
居

専
用
地
城
、
住
居
地
颯
、
近
隣
商

業
地
域
、
商
業
地
双
、
準
工
業
地

域
お
よ
ぴ
工
業
地
颯
の
う
ち
学
校

病
院
、
保
育
所
、
診
療
所
、
図
書

館
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
敷

地
の
周
囲
八
十
μ
の
区
颯
内

▽
第
二
号
区
ｓ
＝
第
一
号
区
域
以
外

の
区
域

特
定
建
設
作
業
に
お
い
て
発
生
す

る
振
動
の
規
制
基
準
は
、
振
動
の
大

き
さ
が
七
五
デ
。
■
＾
ベ
ル
を
越
え
な
い

こ
Ａ
Ｒ
Ｊ
と
も
に
、
表
の
よ
う
に
規
制

さ
れ
て
い
ま
す
。

振動の規制基準

ミ ｇ業かでき9ｉ1日あたりの作業時間同一場所における作業期間

第1号 午後7時軍前8時 10時間 連続6日間

第2号 午後10時早前6時 14時間 連続6日間

※なお、日曜日・祭日における作業は原則としてできません。

く
わ
し
く
は
、
環
境
保
全
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（

環
境
保
全
課
）

■
ス
ポ
ー
ツ
教
室

課
題
と
考
え
ま
す
。

水
汚
染
の
原
因
の
一
部
に
は
、
家

庭
で
使
う
「
合
成
洗
剤
（
Ａ
Ｂ
Ｓ
、

Ｌ
Ａ
Ｓ
、
Ａ
Ｓ
な
ど
）
」
が
あ
る
こ

と
も
明
ら
か
で
、
私
た
ち
は
こ
れ
を

認
醸
す
る
た
め
に
、
市
内
中
小
河
川

の
現
地
調
査
も
哭
厖
し
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
の
河
川
が
死
に
瓢
し
、
白
い

泡
を
浮
か
べ
て
流
れ
、
そ
こ
に
は
、

魚
も
昆
虫
も
姿
を
消
し
て
灰
色
の
水

藻
（
ス
ラ
イ
ム
）
が
不
気
味
に
ゆ
れ

て
い
ま
Ｉ

合
成
洗
剤
の
自
然
破
談
の
現
況
を

全
市
民
に
意
識
し
て
い
た
だ
ぐ
こ
と

が
、
ま
ず
第
一
に
大
切
で
ｉ
Ｓ
Ｋ
Ｗ
考

え
ま
す
。
便
利
だ
か
ら
便
々
と
い
う

安
易
な
思
考
が
、
や
が
て
不
幸
を
招

く
加
害
者
に
な
る
こ
と
ぷ
反
省
し
た

い
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
複
合
汚
染
に
よ
る
生

活
破
談
を
深
く
心
配
し
て
、
こ
の
活

動
が
広
く
茜
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
公
害
と
汚
染
の
問
題
を
心

固
定
資
産
課
税
（
補

充
）
台
帳
の
縦
覧

■
農
業
委
員
の

選
挙
人
名
簿
縦
覧

■
第
8
回
宇
治
久
世

勤
労
者
囲
碁
大
会

配
さ
れ
る
方
は
、
気
軽
に
ご
入
会
く

だ
さ
い
。
（
紹
介
文
は
、
広
野
町
の

樋
口
透
さ
ん
）

▽
例
会
日
・
・
・
毎
月
第
二
・
四
火
曜
日

午
前
1
0
時
～
正
午

▽
会
場
・
・
・
市
民
会
館
第
二
会
礪
室

▽
会
費
・
・
・
月
額
一
〇
〇
円

▽
問
い
合
わ
せ
先

樋
口
透
（
広
野
町
桐
生
谷
6
0
Ｌ
9

電
話
0
3
6
1
9
番
）
ま
た
は
、

宇
治
市
公
民
館
ま
で

■
小
倉
婦
人
学
習
会

9
時
～
午
後
3
時
半
）

▼
場
所
・
・
・
市
役
所
一
階
｛

な
お
、
価
格
な
ど
に
｀

アッ．づ切，れているが
★電話のベルを聞いてし

＼Ｏ二階から急いで降りてきたのに…………………

Ｏお風呂から急いであがってきために●●●●會●●●●●●●●●●●

「こんな時，かかってきた人は，泥れからだろうと気になるものです。かけた人は。もう少し待ってあげてください』

呼出音は10回，30秒ぐらいまでききましょうニ＜ヽ○・宇治電報電話局

▼
期
間
・
・
・
3
月
1
日
か
ら
3
月
2
0
日
て
く
だ
さ
い
Ｏ

▼
営
付
時
間
・
：
午
前
9
時
～
午
後
4

（
資
産
税
課
）

▽
と
こ
ろ
・
・
字
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
（
市
民
会
館
内
）

三
つ
の
級
に
分
か
れ
て
の
ｔ
ナ

メ
ン
ト
戦
。
参
加
さ
れ
’
9
Ａ
は
、
参

加
費
七
〇
〇
円
忿
｀
え
て
、
2
3
日
ま

で
に
、
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
0
2

3
1
6
番
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
（
交
通
労
政
課
）

■
納
税
の
出
張
受
付

木
幡
公
民
館

鮫
別
罠
館

且
椋
公
会
堂

大
和
田
公
会
堂

開
公
民
館

広
野
公
民
館

（
納
税
課
）

犬
は
つ
な
い
で

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

お知らせ 公
害
問
題

学
習
会
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